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はじめに
2018年度チームメンバー⼀覧
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学科 学年 ⽒名
国際関係法 4 池井遥⾹

英語 3 ⽯原 蓮
法律 3 ⼤嶺 輝
法律 3 広沢 駿
法律 3 前⽥泰良

国際関係法 3 坂本拓海
国際環境経済 2 溝井彩乃

総合政策 2 荻野佑貴
総合政策 ２ 𠮷⽥智晶

国際環境経済 1 ⽥波萌々⾹

⽇程 活動内容

9⽉29・30⽇ 「やってみっ会」のそば打ち勉強会への参加、昨年の提案の実証実験(軽トラマ
ルシェとマルシェ⽊箱のための⽊⼯ワークショップ)の打ち合わせ、瀬川地区の
フィールドワークを実施

11⽉10・11⽇ 瀬川住⺠センターで開催された「第1回新そば収穫祭&軽トラマルシェ」に参加、
⽊⼯ワークショップとコミュニティカフェを同時に開催

6⽉、12⽉ 獨協⼤学環境週間“Earth Week Dokkyo 2018”の期間中に、⼤⽵チー
ム、⼤坪チームと合同で福島県集落復興⽀援物産展を開催



2. ⽥村市船引町瀬川地区の概要
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5
[出典]福島県の地図(以下のURL参照)https://uub.jp/47/fukushima/map.html

⽥村市の位置
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船引町瀬川地区の位置

[出典]⽥村市の除染実施状況
http://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/tamura-201608.html

⾨⿅

⼤倉

⽯沢
新舘



3. 瀬川地区の現状と問題点・取り組むべき
課題
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3.1. 瀬川地区の⼈⼝減少と少⼦⾼齢化
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[出典]「瀬川の⼈⼝及び世帯数の推移」『住⺠基本台帳』より作成。



3.3. 今年度取り組むべき課題
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[瀬川地区の抱える問題]
⼦育てしにくく、⽇常⽣活が不便

収⼊源がない。
外部の⼈が瀬川地区を訪れる理由がない。

耕作放棄地、空き家が増えている。

[取り組むべき課題]
(1)地域住⺠の交流する場を増やし、⽇常⽣活に対するサポート
(2)収⼊を発⽣させる仕組みをつくる。
(3)外部から注⽬してもらい、⽴ち寄ってもらい、交流⼈⼝を増す。

「住んでよし、訪れてよし」
「住み続けたい」、「退職後は戻りたい」、「移り住みたい」

[達成すべき⽬標]
地域コミュニティを活性化させて、「瀬川プライド」を醸成



4. 今年度の実証実験と評価
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第1回「新そば収穫祭＆軽トラマルシェ」開催
[⽇時]11⽉11⽇(⽇)10:00〜14:00
[場所]瀬川住⺠センター駐⾞場・屋内
駐⾞場:軽トラ10台参加。荷台に置いた傾斜台にマルシェ⽊
箱を並べ、野菜や⼯芸品を販売する軽トラマルシェを開催
屋内:打ち⽴ての新そばを、注⽂を受けてから茹でて、汁を張っ
て提供。喫茶セガワではコーヒー・ソフトドリンク、クッキーを提
供
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[実施内容]
・新そば収穫祭:⼿打ちしたそばをゆで上げ

て提供するのを⽀援。⽤意した100⾷余
りのそばは完売

・軽トラ10台が駐⾞場に⼊り野菜や⼯芸
品を販売する軽トラマルシェを、マルシェ
⽊箱と傾斜台を設営して、ディスプレイす
る⽀援

[評価]
●設営⼿順の打ち合わせが⼗分でなかっ

た。
●設営に必要な物品(はさみとヒモなど)が

準備できていなかった。
●学⽣がもっと主体的に動けるとよかった。
〇出品者が来場者と交流できた。
〇来場者相互の交流も⽣まれた。
〇傾斜台を準備したので、商品が⾒やすく

ディスプレイできた。
△マルシェ⽊箱が浅くて、傾斜台に置いた

ときに商品があまり⼊らないとの意⾒も。 12

4.1. 「新そば収穫祭＆軽トラマルシェ」準備と運営



[実施内容]
・地域住⺠の⽅々と⼀緒に、軽トラマルシェで使⽤

するマルシェ⽊箱40箱を製作する⽊⼯ワークショッ
プを開催

・⽶⼭チームで⾒積もり依頼書(マルシェ⽊箱キット
40セット、とマルシェ⽊箱⽤傾斜台キット10セッ
ト)を作成

・市内の林業振興も⽬的として、材料は、ウッドミル
⽥村(⽥村森林組合⽊材加⼯センター)から市
内産杉材を調達

・瀬川地区の佐藤建築、佐藤政雄⽒がキット化、
当⽇の技術指導にも協⼒

・参加した⼦供たちには⼩箱をプレゼント

[評価]
〇単独開催ではなく、マルシェ開催に合わせて⾏っ

た⽅が参加者が増えた。
〇参加者には楽しんでもらえた。
●参加者があまり多くなかった。
●宣伝が⼗分でなかった。
△4箱セットではなく、6箱セットで軽トラに並べた⽅

がよかった。
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4.2. 「マルシェ⽊箱を製作する⽊⼯ワークショップ」開催



4.3. コミュニティカフェ「喫茶セガワ」の開設
[実施内容]
・イベントを盛り上げるために、そばを提供する
部屋で、地域交流の場として、コミニティカ
フェを開催

・いわき市の企業から仕⼊れたフェアトレード
コーヒーを販売

・地元の⽅々と協働して製作したクッキーを
販売

[評価]
〇そばを⾷べたあと、クッキーとコーヒーを注⽂

して会話を楽しんでいた。
〇地域コミュニティの活性化におけるカフェの

役割を実感できた。
●お客さんへスムーズな接客ができなかった。
●カフェがあることを来場者に周知できなかっ

た。
●コーヒーのドリップに時間が掛かった。コー

ヒーの温度管理が難しかった。

14



4.4. 獨協⼤学・福島県集落復興⽀援物産展開催
[実施内容]
・獨協⼤学環境週間”Earth Week 
Dokkyo2018”にて、夏季(6⽉25⽇〜30
⽇)・冬季(12⽉10⽇〜15⽇)に福島県農産
物物産展を開催、6⽉25⽇、12⽉
10,11,13,15⽇

・⽬的：瀬川のことを多くの⽅々に知ってもら
い、福島県産の農産物の安全安⼼をPRす
る。

・販売品：瀬川産の野菜と特産品のエゴマ油
・チームの活動報告をまとめた壁新聞を⽴て看
板に貼ってチーム活動を紹介

・⼤学に隣接する団地「コンフォール松原」に
1000枚を超えるチラシをポスティング

[評価]
〇多くの来場者に来ていただいて、農産物は完

売
△物産展は⼀時的な効果しかないのではない

か。
●準備した壁新聞が⽂字が多くて読みづらく、

読んでもらえていなかった。
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5. 今年度実施した実態調査と課題設定
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5.1. 瀬川地区4⾏政区の神社と伝統芸能
「新舘の太々神楽」が奉納される新舘神社

同じ場所に⽴つ古室神社(左)と王⼦神社(中央) と「⾨⿅の太々神楽」が奉納される神楽殿(右)

「⼤倉の太々神楽」が奉納される⼤
倉神社(上)と境内の神楽殿(下)

「⽯沢の三匹獅⼦舞」 が奉納さ
れる⿅島・熊野神社



・移ヶ岳は⽥村市船引町⽯沢に位置する標⾼994ⅿの
⼭

・9⽉30⽇、⾞で瑞峰平(駐⾞場)まで上がって視察。あ
いにくの天候で眺望は悪い。

・たくさんの沢があり、豊富な⽔が流れている。
・かつては、⼩学校の遠⾜で、瀬川⼩学校から⼭頂まで

歩いた。
・⼭頂付近は地震の影響で崩れたため、⽴ち⼊れなく

なっている。
・現在は登⼭道はほとんど使われておらず⼿⼊れがされて

いない。
・⼭の麓には、もりの案内⼈、樽井俊⼆⽒が移ヶ岳の⾃

然資源を伝える「⾥⼭林・⾃然塾」を開いている。
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5.2. 移ヶ岳の⾃然資源



・9⽉29⽇、橋本公⼀⽒のエゴマ畑を視察
・⽴派なエゴマ畑が⼀⾯に広がっていた。⽩いエゴマと⿊いエゴマ
・栽培には⼿間が掛からないが、収穫時だけは短期間に刈り取る必要がある。収穫が

遅れると、実が落ちてしまう。
・エゴマの収穫は、機械刈だと傷がついて劣化(酸化)してしまうため、⼿作業で⾏わなけ

ればならない。
・⽥村市では、震災によりいったんは⽣産が減少したものの、その後急速に回復。
・ダイエット効果・ガン予防効果があるエゴマは、健康⾷品として再ブームが期待できる。
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5.3. エゴマ農家の現状とエゴマの今後の可能性



6. 次年度以降に向けた企画提案
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[新そば収穫祭＆軽トラマルシェ]
・定期開催を⽬指したい。
・新そばの季節以外に開催できるか検討
・そばは「ざるそば」も提供したい。
・⾷品や軽⾷を出品してもよいかも。
・周到な広報を検討すべき
[⽊⼯ワークショップ]
・今後、マルシェ⽊箱を追加で製作するかどうか

を検討。
・⽊箱にデザインできるようにする。
・⽊⼯品のバリエーションを増やすか、普段使い

できる実⽤性のあるもの(⾵呂場の椅⼦など)
を製作するインベントを⾏っても⾯⽩いかも。

・⼊り⼝に看板⽴てる。
[コミュニティカフェ]
・定期開催を⽬指したい。
・事前にメニュー、価格設定を決めておく。
・利益を出すには仕⼊れ値をもっと抑える必要

あり。
・注⽂した順番がわかるよう番号札を準備
・正⾯⽞関に受付があったほうがいいかも。 21

6.1. 「新そば収穫祭＆軽トラマルシェ」開催に関する提案



・2019年度も獨協⼤学地域活性化プロジェク
ト⼤⽵チーム・⼤坪チームと連携して福島県
の集落復興⽀援物産展を展開

・ 獨 協 ⼤ 学 環 境 週 間 “Earth Week
Dokkyo”期間中に開催
[検討事項]
•開催⽇を増やす。
•壁新聞を⼯夫して作成する。
・「獨協⼤学前」駅から松原団地記念公園ま

でのメインストリートで開催も検討
・継続的な農産物の購⼊につなげるための⽅

策を検討
・そば打ち体験プログラムなど合わせて⾏えない

か検討
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6.2. 集落復興⽀援物産展開催に関する新たな提案



・空き家やってみっ会の事務所や、
⼿打ちそば屋として使⽤できるかも



定期的なイベントの開催が可能に

・空き地整備をすれば公園として使
⽤することができるかも



⼦供の遊び場、フラワーパークに 23

6.3.瀬川住⺠センター裏の空き地(市の所有地)と隣接する空き家の
有効活⽤に関する提案

瀬川住⺠センターの⻄隣には空き家があり、裏の北側には空き地が広がっている。



エゴマの収穫期には多くの⼿間がかかる⼀⽅で、⼈⼿が不⾜


・⼤学⽣が援農ボランティアとしてエゴマの収穫のお⼿伝いをする。
・地域の⽅々と⼤学⽣との交流にもなる。

・エゴマについて詳しく学んでエゴマのマーケティングを考える機会に。
24

6.4. エゴマの収穫期の援農ボランティアの提案
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6.5. ⼤学もしくは草加市における「そば打ち同好会」の結成

・9⽉29⽇にやってみっ会のそば打ち勉強会に、⽯原、前⽥、⼤嶺の男⼦3⼈が
参加し、はじめてのそば打ちを経験

・⾃分で打ったそばを堪能して、そば打ちの魅⼒を感じた。


・⼤学、もしくは草加市に「そば打ち同好会」を設⽴して、学⽣のみならず、教職
員も巻き込んで、そば打ち⼈⼝を増やす。


・瀬川地区だけでなく、福島県の他の地域のそば粉に新たな需要を創出
・そば打ちの指導にやってみっ会から講師派遣することで、地元との交流も
・そばの作付けからそば打ちまで、そば全⼯程を⾏うことで収⼊源としても有望に。



26「⽯沢の三匹獅⼦舞」「新舘の太々神楽」「⼤倉の太々神楽」(1)「⼤倉の太々神楽」(2)「⾨⿅の太々神楽」

6.6 伝統芸能活性化のための提案

・瀬川地区の⽯沢、新舘、⼤倉、⾨⿅にはそれぞれ神社
があって、神社に奉納される伝統芸能がある。地元では
保存会の皆さんが、神楽を舞う⼩学⽣を指導している
が、⼩学⽣も少なくなって、維持が課題に。


貴重な地域資源

観光資源として活⽤すべき！


・秋の例⼤祭に参加して、私たち伝統芸能についてよく知る。
・秋の例⼤祭で、全地区の伝統芸能を観て回るツアーを企画
・ポスターを制作し、ポスターを駅やお店に貼らせて、もらう。
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6.7. 移ヶ岳の⼩⽔⼒発電の可能性調査
とエコツーリズムに関する提案

[⼩⽔⼒発電の開発]
・移ヶ岳には沢がたくさんある。
・⾃然環境への負荷が少なく、少ない費
⽤で⾏うことができる⼩⽔⼒発電の可能
性を探る。

[エコツアーの開発]
・地元の皆さんに協⼒していただいて、起
伏に富む瀬川地区の魅⼒を堪能できる
エコツアーを実施する。

・ツアーに参加してもらうことで、瀬川の魅
⼒を感じてもらう。

・⼩学⽣も登れる移ヶ岳のハイキングコース
を復活させる。
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6.8. ⽥村市全域、浜通り、そして福島県全域との広域連
携を視野に⼊れた展望

・「第1回 新そば収穫祭＆軽トラマ
ルシェ」に、⽥村市町の本⽥仁⼀
市⻑が来場

・「タウンシップレース福島県@⽥村
市」が開催され、選⼿も来場

・軽トラマルシェで使うマルシェ⽊箱
を⽥村市内の杉材を⽤いて、地
元の皆さんと⽊⼯ワークショップで
製作


・⽥村市全域で、イベントを開催し
て、広域イベントの中で、瀬川地
区を盛り上げるような、新しい提
案を考えていきたい。


「住んでよし、訪れてよし」



ご清聴ありがとうございました。
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